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地方大会々場 〈川越市・喜多院〉
」

　西に、秩父の山々をのぞむ関東の沃野埼玉県の中央に位置する川

越市。ここに徳川家ゆかりの名刹・喜多院がある。境内には東照宮、

多宝塔、五百羅漢などがあり、地方大会が開催されたあと境内参拝

をする。

財団法人 全日本仏教会
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海
外
代
表
団
四
百
画
面
参
加

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
日
本
大
会
の

開
催
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ
六
十
日
余
と
な
り
、
約
四
百
名

の
海
外
代
表
団
を
迎
え
い
れ
る
W
F
B
事
務
局
は
も
ち
ろ

ん
、
実
行
委
員
会
各
委
員
会
も
、
大
会
日
程
に
そ
っ
て
各

会
議
は
大
別
じ
て
二
部

本
部
主
管
と
委
員
会
担
当

旦
A
大
会
の
会
議
の
部
は
、
大
き
く
別
け
る

と
二
つ
に
な
る
が
、
そ
の
一
つ
は
W
F
B
本
部

が
主
管
と
す
る
、
W
F
B
総
会
、
全
体
会
議
、

常
設
委
員
会
や
執
行
委
員
会
、
運
営
委
員
会
、

起
草
委
員
会
等
が
含
ま
れ
る
。

　
も
う
一
つ
は
会
議
委
員
会
が
、
国
内
仏
教
徒

と
海
外
代
表
が
仏
教
諸
問
題
を
討
議
す
る
場
と

し
て
今
大
会
に
お
い
て
特
に
設
定
し
た
基
調
講

演
、
分
科
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
で
あ
る
。

　
【
執
行
委
員
会
】
九
月
三
十
日
　
東
京
G
H

W
F
B
会
長
、
事
務
総
長
、
会
計
、
お
よ
び
総

会
で
選
出
さ
れ
た
悪
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ

る
。
（
日
本
よ
り
全
量
・
鎌
田
良
昭
国
際
部
長

が
執
行
委
員
に
選
ば
れ
て
い
る
）

　
議
事
ω
前
回
執
行
委
員
会
の
確
認
②
新

加
盟
団
体
の
承
認
③
会
計
報
告
璽
八
会
運

営
委
員
の
選
出
案
㈲
報
告
委
員
の
指
名
⑥

起
草
委
員
の
選
出
案
な
ど
十
一
案
件
。

　
【
W
F
B
総
会
】
九
月
三
十
日
　
東
京
G
R

　
W
F
B
規
定
に
よ
り
大
会
の
前
日
に
開
か
れ

る
最
高
決
議
機
関
で
、
一
セ
ン
タ
ー
一
名
の
代

表
に
よ
り
、
執
行
委
員
会
の
議
事
同
様
の
十
一

案
件
を
討
議
す
る
。

　
【
運
営
委
員
会
】
九
月
三
十
日
東
京
G
H

　
運
営
委
員
に
よ
り
、
提
出
決
議
案
審
査
、
大

会
運
営
、
参
加
者
資
格
認
定
な
ど
が
行
な
わ
れ

る
。　
【
第
一
回
全
体
会
議
】
十
月
一
日
　
　
築
地

　
総
会
の
報
告
、
運
営
委
員
会
報
告
、
選
出
委

員
紹
介
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。

　
【
常
設
委
員
会
】
十
月
三
日
　
　
東
京
G
H

　
①
財
政
　
②
出
版
、
広
報
、
教
育
、
文
化
、

芸
術
、
③
布
教
、
④
人
道
奉
仕
、
⑤
団
結
と
連

帯
、
⑥
青
年
の
六
委
員
会
が
開
か
れ
、
全
代
表

が
配
属
さ
れ
る
。

　
【
起
草
委
員
会
】
十
月
四
日
　
　
東
京
G
H

　
今
大
会
特
別
の
宣
言
文
等
を
作
成
す
る
。

　
【
第
二
回
全
体
会
議
】
十
月
五
日
増
上
寺

　
常
設
委
員
会
報
告
、
採
択
決
議
文
の
承
認
、

宣
言
文
の
採
択
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。

　
【
閉
会
式
】
十
月
六
日
　
京
都
国
際
会
議
場

　
決
議
文
・
宣
言
文
報
告
、
分
科
会
報
告
な
ど

が
閉
会
式
の
中
で
行
な
わ
れ
る
。

中
村
元
氏
が
基
調
講
演

　
【
基
調
講
演
】
十
月
一
日

　
　
増
上
寺

テ
ー
マ
「
仏
教
徒
が
思
考
す
る
未
来
社
会
像
」

　
　
講
師
　
東
大
名
誉
教
授
・
中
村
　
元
博
士

　
【
第
剛
分
科
会
】
十
月
一
日
一
二
日

テ
ー
マ
「
近
代
諸
思
潮
と
仏
教
的
思
考
」

　
　
　
　
　
　
　
提
起
者
井
上
智
勇
先
生

　
　
　
　
　
　
　
司
会
者
花
山
勝
友
先
生

　
【
第
二
分
科
会
】
十
月
一
日
一
二
日

テ
ー
マ
「
ア
ジ
ア
の
現
状
と
仏
教
徒
の
使
命
」

　
　
　
　
　
　
　
提
起
者
　
藤
吉
慈
海
先
生中村博士

　
　
　
　
　
　
　
司
会
者
奈
艮
康
明
先
生

　
【
第
三
分
科
会
】
十
月
一
日
一
二
日

テ
ー
マ
「
二
十
一
世
紀
の
僧
伽
形
成
」

　
　
　
　
　
　
　
提
起
者
西
義
雄
先
生

　
　
　
　
　
　
　
司
会
者

　
【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
十
月
二
日

　
メ
ー
ン
テ
ー
マ
「
仏
教
徒
の
思
考
す
る
二
三

社
会
像
」
に
そ
っ
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
討

論
が
行
な
わ
れ
、
全
参
加
者
に
公
開
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
菅
沼
　
晃
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
斉
藤
舌
史
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
雲
井
昭
善
先
生

　
　
　
　
　
　
司
会
　
者
武
藤
義
一
先
生
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特
色
の
あ
る
各
式
典

開
会
式
か
ら
地
方
大
会
ま
で

　
式
典
部
門
は
、
十
月
一
日
の
開
会
式
か
ら
十

月
六
日
の
閉
会
式
、
そ
の
あ
と
の
地
方
大
会
ま

で
、
各
々
特
色
の
あ
る
式
次
第
を
く
ん
で
準
備

さ
れ
て
い
る
。
多
少
変
更
が
で
る
が
大
綱
は
次

の
と
お
り
。

　
ー
ー
開
会
式
一

　
　
　
　
日
時
・
十
月
一
日
午
前
九
時
半

　
　
　
　
場
所
・
東
京
本
願
寺
築
地
別
院

◎
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
、
仏
教
讃
歌
合
唱
の

中
を
入
場
す
る
。

543211211109876◎◎1413

大
会
内
外
来
賓
入
場

代
表
団
入
場
（
比
丘
先
頭
）

仏
教
徒
追
悼
法
要
（
築
地
本
願
寺
）

大
会
旗
掲
揚

三
帰
依
文
（
大
会
副
会
長
）

T
I
S
A
R
A
N
A
（
南
方
比
丘
）

開
会
宣
言
（
W
F
B
会
長
）

挨
拶
（
W
F
B
会
長
）

式
辞
（
大
会
々
長
）

歓
迎
の
辞
（
直
配
理
事
長
）

祝
辞
（
来
賓
）

第
一
回
全
体
会
議

各
セ
ン
タ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
（
国
王
、

各
国
兀
首
よ
り
の
も
の
に
限
定
）

各
国
土
産
物
贈
呈

閉
会
の
辞

日
程
説
明
（
J
T
B
、
I
S
S
）

記
念
写
真

　
l
I
歓
迎
大
会
一
1

　
　
　
　
日
時
。
十
月
三
日
午
後
四
時

　
　
　
場
所
・
東
京
　
国
立
劇
場

◎
ス
テ
ー
ジ
に
W
F
B
会
長
、
本
部
役
員
等
を

あ
げ
る
。

7654321
開
会
の
こ
と
ば

挨
拶
（
大
会
々
長
）

歓
迎
の
こ
と
ば
（
実
行
委
員
長
）

役
員
、
代
表
団
紹
介

花
束
贈
呈
（
W
F
B
会
長
）

お
礼
の
こ
と
ば
（
W
F
B
会
長
）

閉
会
の
こ
と
ば

＠
観
劇
の
説
明

　
一
i
東
京
閉
会
式
曲
↑
1

　
　
　
　
日
時
・
十
月
五
日
午
前
十
時
二
十
分

　
　
　
　
場
所
・
東
京
芝
増
上
寺
大
殿

◎
雅
楽
の
中
を
代
表
団
入
場

7654321
星
置
云
馬
具
言
口

稚
児
の
献
灯
献
花
生
民
（
明
徳
幼
稚
園
）

礼
拝
（
パ
ー
り
一
語
）

挨
拶
（
来
賓
）

〃
　
（
全
仏
副
会
長
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露

閉
会
の
辞

一
」
閉
会
式
l
l

　
　
　
　
日
時
・
十
月
六
日
午
後
四
時

　
　
　
場
所
・
京
都
　
国
際
会
議
場

－
⊥
　
闇
公
云
虐
旦
二
昌

◎1098765432
三
帰
依
文
（
導
師
・
山
田
無
文
硯
下
）

挨
拶
（
大
会
々
長
）

　
〃
　
（
議
長
団
代
表
）

分
科
会
報
告

大
会
宣
言
決
議
文
（
起
草
委
員
長
）

土
産
品
贈
呈

謝
辞
（
外
国
代
表
）

大
会
旗
降
納

閉
会
の
辞

代
表
団
退
場
（
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
）

妙
心
寺
な
ど
十
地
域
で

地
方
大
会
を
開
催
予
定

　
　
四
国
地
区
大
会
　
十
月
七
日

　
　
　
　
場
所
・
鳴
門
市
ド
イ
ツ
人
館
な
ど

　
　
　
　
主
催
．
鳴
門
市
仏
教
会
（
協
賛
・
徳

　
　
　
　
　
　
　
島
、
高
知
、
愛
媛
、
香
川
の

　
　
　
　
　
　
　
各
県
仏
教
会
）

　
　
　
　
招
待
・
ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー

　
市
役
所
表
敬
、
ド
イ
ツ
人
墓
地
慰
霊
法
要
、

交
歓
会
、
講
演
会
な
ど
。

　
　
妙
心
寺
大
会
　
　
十
月
七
日

　
　
　
　
場
所
，
京
都
　
妙
心
寺
花
園
会
館

　
　
　
　
主
催
．
臨
済
宗
妙
心
寺
派
花
園
会

　
　
　
　
招
待
。
同
日
他
の
地
方
大
会
へ
参
加

　
　
　
　
　
　
以
外
の
全
セ
ン
タ
ー

　
代
表
団
紹
介
、
献
灯
献
花
の
舞
、
歓
迎
の
辞

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
提
言
（
お
か
げ
さ
ま
運
動
）
、
謝

辞
、
祝
斎
な
ど
。

　
　
鴨
江
寺
大
会
　
十
月
七
日

　
　
　
場
所
・
浜
松
市
畑
江
寺

　
　
　
主
催
・
畑
江
寺

　
　
　
招
待
・
ビ
ル
マ
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど

　
パ
ー
り
語
の
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に
仏
教
学
者

を
ま
じ
え
て
行
う
。

　
　
高
野
山
大
会
十
月
八
日

　
　
　
　
場
所
・
高
野
山
金
剛
峯
寺

　
　
　
　
主
催
。
　
　
　
〃

　
　
　
　
招
待
。
香
港
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど

　
歓
迎
式
典
、
山
内
参
拝
、
歓
迎
会
な
ど

　
　
比
叡
山
大
会
　
　
十
月
九
日

　
　
　
　
場
所
・
比
叡
山
延
暦
寺

　
　
　
　
主
催
・
　
　
〃

　
　
　
　
招
待
・
高
野
山
に
同
じ

　
伝
統
法
要
の
あ
と
山
内
参
拝
、
歓
迎
会
な
ど

　
　
神
奈
川
大
会
　
　
十
月
九
日

　
　
　
　
場
所
等
未
定

　
　
新
潟
地
方
長
岡
大
会
十
月
十
一
日

　
　
　
　
場
所
・
長
岡
市
立
劇
場

　
　
　
　
主
催
・
長
岡
市
仏
教
会
（
後
援
・
新

　
　
　
　
　
　
　
潟
県
仏
教
会
）

　
　
　
　
招
待
・
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
な
ど

　
名
跡
参
拝
、
檀
信
徒
会
の
記
念
大
会
講
演
等

　
　
埼
玉
地
区
川
越
大
会
　
十
月
十
一
日

　
　
　
　
場
所
・
川
越
市
　
喜
多
院

　
　
　
　
主
催
・
埼
玉
県
仏
教
会

　
　
　
　
招
待
・
台
湾
、
韓
国
、
香
港
な
ど

　
会
長
挨
拶
、
代
表
紹
介
、
法
要
、
歓
迎
会
、

地
域
寺
院
参
拝
な
ど
。

　
　
栃
木
地
方
日
光
大
会
十
月
十
二
日

　
　
　
　
場
所
・
日
光
市
輪
王
寺

　
　
　
　
主
催
・
栃
木
県
仏
教
会
、
輪
王
寺

　
　
　
　
招
得
・
長
岡
大
会
に
同
じ

　
世
界
平
和
祈
願
、
歓
迎
会
、
山
内
参
拝
な
ど

　
※
広
島
大
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
広
島
市
仏

と
七
日
の
線
で
接
酒
中
で
あ
る
。
ま
た
十
日
は

移
動
日
と
し
て
あ
い
て
い
る
。
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B
大
会
日
程
塵
難
い
詮
、
5
ゾ
擁
㌦
、
爵
詫
鷲
樋
穣
」

　
◎
代
表
団
来
日

1
0
時
0
0
分
代
表
団
登
録
　
　
　
　
東
京
G
H

1
1
時
0
0
分
昼
食
　
　
　
東
京
G
H
・
芝
P
且

ユ
時
0
0
分
大
会
本
部
会
議
　
　
　
東
京
G
H

4
時
0
0
分
夕
食
　
　
　
東
京
G
H
・
芝
P
H

　
　
…
9
月
3
0
日
・

　
　
’
・
●
．
●
・
●
・
・
●
…
●
o
●
o
●
●
●
●
　
　
9
●
　
●

8
時
0
0
分
朝
食
　
　
　
東
京
G
且
・
芝
P
H

1
0
時
0
0
分
遅
F
B
執
行
委
員
会
東
京
G
H

　
　
　
　
　
前
回
執
行
委
員
会
の
確
認
、
新

　
　
　
　
　
加
盟
団
体
の
承
認
、
大
会
各
種

　
　
　
　
　
委
員
の
選
出
、
そ
の
他
。

1
1
時
3
0
分
昼
食
　
　
　
　
　
　
東
京
G
H

3
時
0
0
分
W
F
B
総
会
　
　
　
　
東
京
G
E

　
　
　
　
　
執
行
委
員
会
の
議
事
、
各
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
活
動
報
告
、
そ
の
他
。

6
時
0
0
分
夕
食
　
　
　
東
京
G
H
・
芝
P
且

7
時
鉤
分
運
営
委
員
会
　
　
　
　
東
京
G
且

　
　
　
　
　
提
出
議
案
魏
魏
「
そ
の
他
。

執
行
委
員
会
の
開
か
れ
る
東
京
G
H

漕－o

怐
v
覇

7
時
0
0
分

9
時
3
0
分

1
1
時
3
0
分 朝

食
　
　
　
東
京
G
且
・
芝
P
H

開
会
式
（
第
一
回
全
体
会
議
）

　
　
　
　
　
築
地
本
願
寺
本
堂

　
式
辞
、
挨
拶
、
セ
ン
タ
ー
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
披
露
、
各
国
土
産
物
贈

　
呈
、
そ
の
他
。

昼
食
　
　
　
　
　
築
地
本
願
寺

2
時
0
0
分

3
時
0
0
分

4
時
0
0
分

6
時
0
0
分

開会式の行われる築地本願寺

基
調
講
演
（
中
村
元
博
士
）

　
　
　
　
　
　
　
増
上
寺
大
殿

第
一
分
科
会
　
　
増
上
寺
ホ
ー
ル

第
二
分
科
会
　
　
　
〃
　
食
堂

第
三
分
科
会
　
　
　
〃
　
催
事
場

青
年
部
会
　
　
　
〃
　
講
堂

東
仏
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

3
時
0
0
分
W
F
B
Y
開
会
式
増
上
寺
講
堂

∫●●●●’．●

●10…

≡月

i2i
i日i

7
時
0
0
分

9
時
0
0
分

9
時
3
0
分

1
1
時
3
0
分

3
時
0
0
分

6
時
0
0
分

分科会の行われる芝・増上寺

朝
食
　
　
　
東
京
G
且
・
芝
P
H

礼
拝
　
　
　
　
　
増
上
寺
大
殿

第
一
分
科
会
　
　
増
上
寺
ホ
ー
ル

第
二
分
科
会
　
　
　
〃
　
食
堂

第
三
分
科
会
　
　
　
〃
　
催
事
場

青
年
部
会
　
　
　
　
〃
　
講
堂

昼
食
　
　
　
　
　
〃
　
各
所

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
増
上
寺
大
殿

全
仏
会
長
招
宴
　
　
白
金
迎
賓
館

1
1
時
0
0
分
全
日
仏
婦
昼
食
会
　
　
東
京
G
E

1
時
0
0
分
青
年
部
会
記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ

　
　
　
　
　
ュ
ー
ム
　
　
　
　
　
増
上
寺
講
堂

　甘，”、，

”二け

｝

’、｝

、

る
ロ
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
コ
の
ロ
　
　
の
コ
　
　
　
　
　
ヂ

…
1
0
月
3
日
…

’
・
・
●
・
●
●
．
●
●
●
●
．
　
．
●
・
・
●
・
．
・
●
・
o
●
・
o

7
時
0
0
分

9
時
0
0
分

9
時
鉤
分

1
1
時
3
0
分

4
時
0
0
分 朝

食葎常設
委
員
会
　
　
　
　
東
京
G
H

ω
財
政
、
②
出
版
、
広
報
、
教

　
育
、
文
化
、
芸
術
、
③
布
教
、

　
ω
人
道
、
奉
仕
、
㈲
団
結
と
連

帯
、
⑥
青
年

昼
食
　
　
　
　
　
　
東
京
G
H

歓
迎
大
会
　
　
　
　
国
立
劇
場

　
大
会
会
長
挨
拶
「
歓
迎
の
こ
と

　
ば
、
代
表
団
紹
介
、
W
F
B
会

　
長
へ
花
束
贈
呈
、
お
礼
の
こ
と

　
ば
、
観
劇
。
（
夕
食
は
幕
間
）

1
時
0
0
分
記
念
講
演
会
　
　
　
読
売
ホ
ー
ル

歓迎大会の開かれる国立劇場

一4一
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可

…
1
0
月
4
日
…

7
時
0
0
分

9
時
0
0
分

　
〃

1
時
0
0
分

6
時
0
0
分

よみうりランド内の仏舎利塔

朝
食
　
　
　
東
京
G
H
・
芝
P
H

起
草
委
員
会
　
　
　
東
京
G
R

礼
拝
と
見
学
　
　
　
読
売
ラ
ン
ド

　
仏
舎
利
塔
礼
拝
、
ラ
ン
ド
見
学

　
歓
迎
昼
食
会
。

自
由
時
間

代
表
参
加
者
は
都
内
寺
院
自
由

　
参
拝
な
ど
。

夕
食
　
　
　
東
京
G
H
・
芝
P
H

…
1
0
月
5
日
…

■
●
．
●
・
・
●
●
●
o
●
●
●
●
・
．
・
●
●
・
●
．
●
●
辱
・
・
℃

7
時
0
0
分

8
時
3
0
分

1
0
時
1
0
分 朝
食
　
　
　
東
京
G
H
・
芝
P
H

全
体
会
議
　
　
　
増
上
寺
ホ
ー
ル

東
京
閉
会
式
典
　
増
上
寺
大
殿

1
1
時
3
0
分

2
時
0
0
分

6
時
0
0
分 　

稚
児
の
献
灯
献
花
、
礼
拝
、
来

　
賓
挨
拶
肉
そ
の
他
。

昼
食
　
　
　
　
増
上
寺
各
所

上
洛
（
新
幹
線
）

夕
食

…
1
0
月
6
日
…

’
●
●
・
o
o
9
●
●
．
。
・
・
。
・
●
・
o
●
●
●
・
．
●
●
。
・
●

7
時
0
0
分

9
時
0
0
分

4
時
3
0
分

6
時
0
0
分 朝

食

新
都
H

新
都
H

本
山
参
拝
（
京
都
名
刹
寺
院
を
巡

拝
す
る
、
途
中
昼
食
）

閉
会
式
　
　
　
京
都
国
際
会
議
場

　
三
帰
田
文
、
挨
拶
、
大
会
宣
言

　
決
議
文
、
土
産
品
贈
皇
、
謝
辞

　
大
会
旗
降
納
、
そ
の
他
。

京
府
仏
主
催
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ

　
　
　
　
　
京
都
国
際
会
議
場閉会式の行われる京都国際会議場

脳
。

、

、

、

♂
　
．

’

㌔

　
　
　
　
忍
㌧
・

●、

E
メ
く

撫
…
孤
…
繍
　
燃
鰻
　
蕪

地
　
方
　
大
　
会

　
　
　
　
十
月
七
日

　
▽
四
国
地
区
大
会
（
鳴
門
市
ド
イ
ツ
館
）

　
　
　
　
交
歓
会
、
講
演
会
、
慰
霊
法
要
な
ど

　
▽
妙
心
寺
大
会
（
妙
心
寺
花
園
会
館
）

　
　
　
　
献
灯
献
花
の
舞
、
歓
迎
会
、
祝
斎
な
ど

　
▽
鴨
江
寺
大
会
（
浜
松
富
江
寺
）

　
　
　
　
パ
ー
り
i
語
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

　
　
　
　
十
月
八
日

　
▽
高
野
山
大
会
（
高
野
山
金
剛
…
立
話
）

　
　
　
　
歓
迎
式
典
、
山
内
参
拝
、
歓
迎
会
な
ど

　
　
　
　
十
月
九
日

　
▽
比
叡
山
大
会
（
比
叡
山
延
暦
寺
）

　
　
　
　
伝
統
法
要
、
山
内
参
拝
、
歓
迎
会
な
ど

　
▽
神
奈
川
大
会
（
場
所
等
未
定
）

　
　
　
　
十
月
十
日

　
▽
移
動
日

　
　
　
　
十
月
十
一
日

　
▽
新
潟
地
方
長
岡
大
会
（
長
岡
市
立
劇
場
）

　
　
　
　
名
跡
参
拝
、
檀
信
徒
会
講
演
な
ど

　
▽
埼
玉
地
区
川
越
大
会
（
川
越
喜
多
院
）

　
　
　
　
法
要
、
歓
迎
会
、
寺
院
参
拝
な
ど

　
　
　
　
十
月
十
一
一
日

半
▽
栃
木
地
方
日
光
大
会
（
日
光
輪
王
寺
）

　
　
　
　
歓
迎
会
、
法
要
、
山
内
参
拝
な
ど

　
◎
神
奈
川
、
長
岡
、
川
越
、
日
光
に
関
し
て
は

　
原
則
と
し
て
成
田
よ
り
帰
国
。
そ
の
他
に
つ
い

　
て
は
原
則
と
し
て
大
阪
よ
り
帰
国
を
予
定
し
て

　
い
る
。

欝
擁
嘱
鞭
醗
響
一
難
ー

W
F
B
Y
行
事

　
世
界
仏
教
青
年
連
盟
（
W
F
B
Y
）
で
は
、

W
F
B
日
本
大
会
と
併
行
し
て
、
第
三
回
W
F

B
Y
大
会
を
開
催
す
る
。

　
こ
の
開
催
に
あ
た
り
全
日
本
仏
教
青
年
会
で

は
実
行
委
員
会
を
設
置
し
準
備
し
て
い
る
。

　
大
会
テ
ー
マ
「
仏
教
青
年
は
未
来
社
会
に
対

し
如
何
な
る
貢
献
が
で
き
る
か
」

　
　
　
十
月
哺
日

　
午
後
三
時
　
　
開
会
式
（
増
上
寺
）

　
　
　
四
時
　
　
会
議
（
　
〃
　
）

　
　
　
十
月
二
日

　午午
　後前
三一九
時時時

六
時

会
議
（
増
上
寺
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
　
『
　
）

記
念
講
演
（
　
〃
　
）

　
講
師
・
斉
藤
茂
太
氏
、
演

　
題
・
精
神
衛
生
あ
れ
こ
れ

歓
迎
招
宴
（
白
金
迎
賓
館
）

全
日
仏
婦
行
事

　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
で
は
、
仏
婦
独
自
の

歓
迎
行
事
と
し
て
次
の
行
事
を
行
う
。

　
　
　
十
月
二
日

　
午
前
十
一
時
よ
り
午
後
三
時
東
京
G
E

▽
記
念
大
法
要
十
一
時
よ
り

▽
記
念
懇
親
午
餐
会
　
正
午
よ
り

　
①
講
演
②
来
賓
・
主
催
者
挨
拶
③
懇
談

　
④
清
興
（
日
本
無
踊
な
ど
）

　
⑤
茶
席

W
海
β
欝
欝
骨
藩
。．“卓－
築　　’る！

一5一
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和53年8月i日

24 ソウル・S・韓国 2 3 22 1 28

25 韓国・大韓仏教総連合会 2 3 7
．

12

26 マレーシヤ・ペナン 2 3 1 6

　　第12回世界仏教徒会議

@　　　　日　本　大会

C外参加代表団申込情況

@　　　（53．7．1．現在）

27 〃　　・セランゴール 2 3 5

28 モンゴール 2 3 5

29 オランダ 2 3 5

30 シッキム 2 3 5

セン　ター名 D O UO OB 合計 31 シンガポール 2 3 6 1 12

1 オーストリア 2 2 32 〃　　僧伽 1 1

2 バングラディシュ 2 3 10 15 33 スリランカ 2 3 30 12 48

3 ブラジル 1 3 15 1 20 34 スエーデン・アリンガス 2 1 3

4 ビルマ・マンダレー 2 2 4 35 〃　　・ストックホルム 2 2 4

5 イギリス 2 2 36 スイス 1 1

6 フランス 2 3 5 37 タイペイ（台湾仏教会） 2 3 20 25

7 〃　　・リンソン 2 、
3
7 12 38 中華仏教居士会 2 3 16 21

8 〃　　・ベトナム 2 3 5 39 ネパール 2 2

9 ドイツ 2 3 5 40 タ　イ 12 12

10 香港仏教連合会 2 3 5 41 タイWFBY 1 3 1 5

11 〃仏教居士会 2 3 5 10 42 2 3 25 1 31

12 〃　マカオ 2 3 4 9 43 BCAサンフランシスコ 2 3 5

13 インド・トリプラ 2 2 4 44 ソ連センター 2 3 1 6

14 〃　M．B．アンカ 2 3 5 45 フランス・禅センター 2 3 5

15 〃　・ベンガル 2 3 5 46 ブラジル仏教各宗連合会 2 3
亀

5

16 〃　・マハボデイ 2 2 4 47 インドネシア・プーサット 2 3 5

17 〃　・ラダク
計 85 114 170 30 400

18 〃　・アッサム 2 ●3 5

19 〃　・ボンベイ 2 3 1 6

20 〃　・ナグプル 2 3 5

21 〃　・仏教々育研究所 2 3 5

D＝正式代表

O＝正式オブザーバー

tO＝非公式オブザーバー

nB＝本部役貝
22 〃　・カリンポン 2 3 5

23 〃　・ダライラマ 2 3 5

増
上
寺
関
係
合
同
委

　
　
　
問
題
点
に
つ
き
話
し
合
い

会
議
（
金
岡
委
員
長
）
、
接
待
（
板
橋
委
員
長
）
、

式
典
（
仲
田
委
員
長
）
の
増
上
寺
関
係
合
同
委

員
会
が
、
六
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

増
上
寺
に
お
い
て
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

の
問
題
点
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

一
、
増
上
寺
に
お
け
る
受
付
案
内
等
の
件

一
、
控
室
、
事
務
局
室
な
ど
の
件

一
、
分
科
会
等
の
会
場
確
認

一
、
昼
食
等
接
待
の
件

一
、
稚
児
へ
の
依
頼
の
件

一
、
会
議
と
式
典
の
時
間
配
分

一
、
警
察
等
へ
の
依
頼
の
件

一
、
そ
の
他

　
京
都
関
係
の
合
同
這

出
迎
え
方
法
な
ど
協
議

式
典
（
仲
田
委
員
長
）
、
接
待
（
板
橋
委
員
長
）

の
京
都
関
係
A
局
委
員
会
が
、
六
月
二
十
七
日
、

京
都
国
際
会
議
場
に
お
い
て
開
か
れ
、
京
都
駅

到
着
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
全
般
に
そ
っ
て
討
議

さ
れ
た
。一
、
京
都
駅
で
の
出
迎
え
万
法

一
、
市
囚
名
刹
寺
院
参
拝
の
時
間
帯
や
参
拝

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

一
、
会
議
場
に
お
け
る
受
付
、
案
内

一
、
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
終
了
後
の
帰
路
配

車
に
つ
い
て

一
、
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
、
記
念
品
な
ど
に

つ
い
て一
、
そ
の
他

一6一
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W
F
B
日
本
大
会
へ
寄
金

【
京
都
府
仏
教
会
扱
】

五
拾
万
円

弐
万
円

　
謬
壱
万
四
千
円

壱
万
円

　
厚
　
β
七
干
六
百
八
十
一
円

五
千
円

五
千
円

　
μ
四
千
円

　
厚
参
千
円

　
躍優

　弐
漂千躍
　円

”霞薦躍”爾擢謬醒8霞

北
区

右
京
区

中
京
区

中
京
区

左
京
区

宮
津
市

乙
訓
郡

相
楽
郡

西
京
区

山
科
区

熊
野
郡

熊
野
郡

　
躍
東
山
区
南
区

下
京
区

八
幡
市

中
京
区

　
β謬謬窟霞躍7厚岬β置躍

肇難丁丁導難禦難藝三吟1三門

β躍凝β雇”〃謬円頓σ『厚躍8『βμ『β躍7躍雇犀壁厚厚β厚”

置〃躍β〃

厚
二
尊
円
導
教
会
所

β獄躍凝”’〃β凝β雇

工
躍，泉謬
区

躍β”β厚『『置曜躍童

矢
田
寺
二二光
院

来
迎
寺

神
泉
苑

門門丁零門下門門糞奪門門肇四丁

曜ぼ窟厚厚『∬厚〃∬”〃〃躍厚”躍”躍げ厚躍β躍躍謬
”
　
・

厚『醒β”

躍厚厚〃〃””8”〃〃”〃〃”げ’〃〃β〃〃凝〃〃〃鼠”雄厳躍〃醒躍

〃〃げ〃〃〃『謬〃雇〃〃〃”〃”彪”躍擢窟「〃〃〃〃”躍β『7『躍μ

ぜ

窟〃〃”〃躍〃躍
・
β〃〃〃〃厚〃露躍置””覆窟凝〃『躍躍μ〃〃

　
β
東
山
区

〃”

一7一
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窟””〃躍〃〃擢躍””厚7’厚躍〃”露量”窟庫””7謬””二藍膠””窟

〃〃…
ﾖ塞難鱒馨〃留離〃．〃護妻鹸蔓……・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最　正　　　　画

　　　　　　　　　　　　　　壱
〃〃〃〃〃〃〃露〃””〃”厚”千〃”〃〃〃〃〃”〃〃〃〃”〃””””
　　　　　　　　　　　　　　円

中　　　　　　　　　　 上

〃京〃”〃〃””〃厚厚潔躍昇躍京”μ躍”〃〃”躍厚謹躍””霞””””
区　　　　　　　　　　 区

五五五参拾五拾五拾　　五弱齢＿
曙峨脚”酪　…醸禺藷円奇

〃　”　”　”　”　”　霧　げ　露　”

宮
津
市

　
〃
船
井
郡

　
”
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
擢
　
〃

法
光
寺

如
意
寺
藝龍心
寺

龍
福
寺

善
入
寺

東
寓
寺

東
月
寺

祥
雲
寺

大
虚
寺

地
蔵
院

昌
福
寺

加
佐
郡
大
江
町
仏
教
会

船
井
郡
八
木
町
仏
教
会

舞
鶴
市
舞
鶴
西
仏
教
会

天
田
郡
夜
久
町
仏
教
会

金
蓮
院

西
福
寺

西
光
寺

善
養
寺

光
照
寺

円
勝
院

与
楽
寺

吉
祥
院

金
剛
寺

長
命
寺

炎
天
寺

真
性
寺

総
持
寺

正
蔵
院

正
王
寺

密
蔵
院

鈴
木
常
俊

小
松
原
賢
誉

山
田
恵
全

名
取
盛
雄

広
島
隆
亨

山
田
璋
俊

長
岡
菱
信

横
山
有
教

築
山
定
誉

林
　
　
亮
海

吉
野
堅
清

鳥
居
敬
誉

浜
野
堅
照

永
見
聖
宏

伊
東
快
堂

　
　
十
ケ
寺

吉
田
俊
誉

　　　山寺套
　　　　　　　鱒へ　　へ
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〃〃〃

　
〃
弐
万
参
千
五
百
円

六
千
円

　
〃〃”〃〃〃〃擢

　山，孚，
　円

”凝

　
〃
四
千
円

八
千
円

　
〃
六
千
円

　
”
六
千
円

　
彪〃〃〃

　
〃
参
千
円

　
擢
六
千
円

〃〃〃
烏栃
齢”〃8〃〃〃〃躍〃

　
〃

・
烏
山
町

〃〃〃〃顯〃
　
躍
南
那
須
町

　
”〃〃〃”〃

　
〃
足
利
市

奪藝鞍繋霧馨弾子襲門下奪騒藤講講繋馨

壱
万
円

六
千
円

　
〃〃伊〃〃〃〃〃

　
〃
六
千
円

七
千
円

六
千
円

　
〃

上
三
川
町

黒
磯
市

　
〃

　
〃
弐
万
六
千
七
百
九
拾
三
円

壱
千
円

六
千
円

　
〃
壱
万
円

壱
万
円

六
千
円

　
〃
六
万
円

〃〃〃〃〃〃〃

　
〃
黒
磯
市

氏
家
町

　
〃
黒
磯
市

芳
賀
町

　
芳
賀
町

芳
賀
町

　
〃
足
利
市

　
〃
壬
生
町

塩
谷
町

　
〃

彗奪嬰繋二二襲讐骨導繋慈掌骨馨

高
根
沢
町
仏
教
会
十
ケ
寺
分

壱
万
弐
百
拾
五
円
　
　
小
川
町

七
千
円
　
　
　
　
　
〃

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃

　
〃
六
千
円

参
千
円

　
〃
壱
万
壱
千
円

〃〃

市

欝 〃

小
川〃
町

常
円
寺

光
照
寺

西
宝
寺

宝
蔵
院

長
泉
寺

宝
性
院

観
音
寺

遍
明
院

画
雲
寺

壱
万
円

　
〃
壱
万
四
千
円

四
千
円

参
千
円

壱
万
円

　
〃
六
千
円

壱
万
四
千
円

六
千
円

　
〃〃〃”〃β

　六
〃千〃
　円

〃
　参壱
〃千万〃
　円円

　
〃
弐
万
円

八
千
円

六
千
円

参
千
円

壱
万
円

六
千
円

　
〃〃〃

鹿
沼
市

壬
生
町

小
山
市

　
〃〃〃

　
〃
小
山
市

　
〃
野
木
町

益
子
町

　
〃〃厚〃〃

　
〃
益
子
町

　
〃厚〃〃僧〃

　
〃
栃
木
市

　
〃
大
平
町

藤
岡
町

佐
野
市

那
須
町

　
””〃

　　　　　　　　如
華墨襲購麗騨襲諜聾懇四季手馴韓門門門門難

彪〃

　よ，孚“

　円
〃〃

　
〃
壱
万
円

　
〃
六
千
円

　
〃

　
”
．
六
千
円

　
〃〃〃

厚〃

　
〃
那
須
町

〃〃〃

　今
”需”〃

“晃晃，

　市市
〃〃

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
【
和
歌
山
県
仏
教
会
扱
】

拾
五
万
八
千
円

壱
万
九
千
円

壱
万
六
千
円

壱
万
円

四
万
弐
千
円

拾
弐
万
五
千
円

三
万
五
千
円

拾
弐
万
六
千
円

壱
万
円

拾
九
万
九
千
円

四
万
円

弐
拾
万
円

参
万
八
千
円

拾
万
円

喰
初
寺

養
福
院

正
福
寺

与
楽
寺
馨長源
寿

普
門
院

正
慶
寺

法
蔵
寺

如
来
寺

普
門
寺

徳
性
院

浄
光
寺

観
音
寺

竜
蔵
寺

円
光
寺
’

　
　
　
一

清
滝
寺

　
　
　
　

月
蔵
寺
一

西
山
浄
土
宗
寺
院

真
宗
大
谷
派
〃

救
世
観
音
宗
〃

臨
済
宗
東
福
寺
派
〃

旦
連
宗
〃

高
野
山
真
曇
呂
否
示
務
支
所

天
台
宗
寺
院

臨
済
宗
妙
心
寺
派
〃

東
明
寺
（
妙
心
寺
派
）

浄
土
宗
寺
院

新
義
墓
言
宗
〃

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

曹
洞
宗
〃

紀
三
井
寺
・
前
田
孝
道

》「一F’紳1

ゆ
、　　　　r

－
．
．
．
画
廊

’
　
　
　
　
■
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．
、
，
匠
三
≡
一
…
茎
一
≡
一
一
≡
≡
≡
＝
三
三
鱒
騨
一
∋
三
萎
≡
一
≡
一
≡
≡
一
碁
≡
≡
一
一
一
≡
≡
≡
≡
塁
。
誉
≡
…
≡
≡
■
一
一
3
≡
…
一
一
≡
一
§
一
一
≡
一
一
一
一
＝
一
一
≡
＝
≡
一
＝
薦

、
㎝
全
融
解
理
事
長
に
町
田
宗
夫
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
は
田
辺
哲
崖
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
の
辞
任
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
空
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
態
に
あ
っ
た
理
事
長
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
五
月
二
十
九
日
の
理
事
会
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
新
理
事
長
に
選
出
さ
れ
た
町
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
天
師
（
曹
洞
宗
々
務
総
長
）
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
ど
受
諾
し
正
式
に
決
定
し
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
窒
具
は
町
田
宗
天
師
】

．
．
釧
一
≡
富
一
≡
＝
≡
國
≡
一
一
≡
三
一
≡
一
瞬
＝
≡
一
≡
≡
＝
≡
一
＝
…
≡
≡
一
≡
一
一
一
…
嚢
垂
≡
≡
§
一
毒
≡
一
≡
≡
≡
≡
一
ヨ
茎
差
二
一
；
≡
≡
≡
一
≡
一
一
斎

初
の
常
務
理
事
会
開
く
罎
蒙
が

新
理
事
長
就
任
後
、
初
の
常
務
理
事
会
が
七

月
七
日
、
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
た
。

　
町
田
理
事
長
の
就
任
挨
拶
の
あ
と
、
議
事
録

署
名
委
員
に
松
村
、
桜
井
師
を
選
出
し
為
・
数
件

の
人
事
案
件
に
つ
い
て
議
事
に
入
っ
た
。
．
、

　
「
W
F
B
旦
A
セ
ン
タ
ー
代
表
」
に
つ
い
て

は
、
正
式
代
表
に
町
田
、
桜
井
の
二
名
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
に
山
本
杉
、
花
山
、
松
涛
、
加
え
て

仏
青
よ
り
一
名
の
計
違
名
を
決
め
た
。
・

　
「
大
会
役
員
」
は
、
正
副
総
裁
は
置
か
な
い

こ
と
と
し
、
正
副
会
長
以
下
顧
問
、
参
与
、
相

談
役
は
、
全
仏
正
副
会
長
以
下
各
宗
管
長
、
総

長
の
ほ
か
理
事
、
評
議
員
《
県
立
代
表
の
職
務

就
任
と
し
、
顧
問
の
中
、
政
界
関
係
は
馬
下
推

薦
の
上
、
総
務
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
。
、

　
ま
た
、
財
界
関
係
の
募
財
の
た
め
「
特
別
募

財
委
員
会
」
の
設
置
と
柳
委
員
長
ほ
か
副
委
員

　
昭
和
五
＋
三
年
八
月
一
日
発
行
　
　
　
　
発
行
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
人

　
八
月
号
第
二
四
一
号

長
の
就
任
を
承
認
し
た
。
そ
の
他
「
評
議
員
の

変
更
」
「
実
行
委
員
の
異
動
」
お
よ
び
「
各
種
専

門
委
員
の
委
嘱
」
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
、
最
後

に
園
城
寺
バ
イ
パ
ス
閻
題
の
経
過
報
告
を
了
承

し
て
閉
会
し
た
。

　
出
席
理
事
は
、
町
田
、
岡
田
、
藤
沢
、
芝
原

別
所
、
松
村
、
山
本
、
貝
山
、
宮
部
、
阿
部
野

　
（
代
理
成
井
）
師
で
あ
っ
た
。

　
　
専
門
委
員
全
員
を
再
任

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
任
期
満
了
に
と
も
な

う
各
専
門
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
協
議
し
、
第

十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
を
ひ
か
え
全
員
再
任

し
、
ひ
き
つ
づ
い
て
ご
就
任
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
た
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
組
織
専
門
委
員

　
高
辻
円
雄
、
桜
井
大
乗
、
久
保
埜
太
清
、
土

蟷
燗
紐
酷
発
葺
財
団
法
人
全
日

持
良
栄
、
郡
司
博
道
、
清
水
谷
孝
尚
、
神
野
真

一
、
鈴
木
霊
孝
、
船
口
子
、
小
林
昭
延
、
美

濃
部
薫
一
、
持
田
貫
宣
。

　
文
化
専
門
委
員

　
真
渓
義
貫
、
摩
尼
清
之
、
金
岡
秀
友
白
川
良

純
、
島
田
喜
久
子
、
門
屋
大
寿
、
若
林
隆
光
、

中
根
専
正
、
塩
入
亮
達
、
伊
藤
完
夫
、
榊
原
帰

逸
ハ
井
上
日
宏
《
宝
田
正
道
、
堀
秀
之
、
河
原

農
晴
。

　
国
際
専
門
委
員

　
麻
布
照
海
、
村
野
宣
忠
、
佐
伯
真
光
、
花
山

勝
友
、
松
涛
弘
道
、
佐
藤
良
純
、
伊
藤
堅
純
、

近
藤
隆
敬
、
黒
田
武
志
、
織
内
七
郎
、
柳
三
層
、

古
宇
田
三
文
、
西
村
輝
成
、
奈
良
康
明
、
望
月

良
晃
、
長
田
順
海
、
川
島
宏
之
、
山
口
貴
美
子
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

香
川
県
知
事
選

大
野

全
層
推
薦
候
補

l
l
①
推
薦
団
体
　
②
略
歴
－

よ
し
の
り
　
4
2
歳
　
自
民

　
　
　
　
　
①
香
川
県
仏
教
会
②

　
　
　
　
　
東
京
大
学
法
学
部
卒

　
　
　
　
　
③
大
蔵
省
関
税
局
国

　
　
　
　
　
際
第
二
課
長
、
国
際

　
　
　
　
　
金
融
局
国
際
機
構
課

　
　
　
　
　
長

も
　
コ
コ
ロ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
ロ
ロ
　
　
　
リ
コ
コ
　
コ
コ

…
事
務
総
局
録
事
（
七
回

’
●
。
・
。
。
●
o
・
●
。
・
。
・
＝
・
．
・
・
●
・
・
●
・
．
・
o
。
9
・
5
。
。
9
・
…
。
・
・
．
・
。
．

五
日
国
際
専
門
委
員
会

六
日
局
内
会
議

本
仏
教
置

月
十
一
日

十
九
日

桜
内
大
臣
来
局

常
務
理
事
会

日
宗
連
理
事
会

仏
教
鎖
仰
会
お
盆
ま
つ
り
出
席

局
内
会
議

歓
送
迎
会

迎
賓
館
打
ち
合
せ

も
罫
引
ニ
コ
コ
ニ
ニ
ニ
　
ニ
コ
コ
コ
の
ニ
配
電
ロ
　
の
　
コ
コ
ロ
　
　
ニ
　
ニ
ロ
げ

…
W
F
B
事
務
局
録
事
（
七
旦
…

一
日

三
日

十九ゼ六
日日日日

無妻

記
念
事
業
小
委
員
会

正
副
委
員
長
会
議

財
界
騒
騒
委
員
会

仏
教
英
語
研
究
会

新
潟
県
仏
へ

山
形
県
仏
へ

仏
教
墓
薗
研
究
会

局
内
会
議

骨
仏
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
打
ち
合
せ

救
援
委
員
会

財
界
勧
募
委
員
会

仏
教
英
語
研
究
会

総
務
委
員
会

局
内
会
議

特
別
募
財
委
員
会

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
7
0
年
祭

　
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
七
十
年
祭
記
念
行
事
と

し
て
行
な
わ
れ
た
「
開
拓
先
亡
者
仏
式
追
悼
大

法
要
」
に
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